
嘉
麻
・
飯
塚
・
桂
川
地
区
社
会
人

権
・
同
和
教
育
啓
発
担
当
者
協
議

会
で
は
、
今
回
で
７
回
目
と
な
る
啓
発
冊

子
「
新
し
き
明
日
を
つ
く
る
」
を
作
成
し

ま
し
た
。
本
年
度
の
啓
発
冊
子
は
、
身
分

に
よ
る
分
け
隔
て
に
異
議
を
申
し
立
て
、

差
別
を
跳
ね
返
し
、
人
権
を
勝
ち
取
っ
た

「
渋
染
一
揆
」
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

３
月
中
旬
ご
ろ
に
各
戸
配
布
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
啓
発
冊
子
「
新
し
き
明
日
を
つ
く
る
」】

【
問
合
先
】
〒
８
２
０
‐
０
６
０
６

　

嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
居
３
６
０
番
地  

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係
（
☎
６
５
・
１
１
８
７
）

－人権だより－
vol.25

写真で見る大正鉱業中鶴炭鉱展
～伊藤伝右衛門が開いた炭鉱～

▲ 中鶴炭鉱と大煙突。手前は堀川運河の積込場、
奥は遠賀川。

　

今
年
度
の
コ
ダ
イ
ム
ミ
ニ
企
画
展
は
、
平

原
健
二
さ
ん
の
炭
鉱
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

今
回
が
シ
リ
ー
ズ
第
５
弾
で
最
後
と
な
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
炭
鉱
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
会
期
】
３
月
９
日
～
５
月
26
日

【
場
所
】
王
塚
装
飾
古
墳
館
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
）

【
開
館
時
間
】
９
時
～
16
時
30
分
（
入
館
は

16
時
ま
で
）

【
休
館
日
】
毎
週
月
曜
日
（
月
曜
日
が
祝
日

の
と
き
は
火
曜
日
）

【
入
場
料
】
無
料
（
常
設
展
示
は
、
通
常
料

金
で
す
。）

 

問
合
先　

社
会
教
育
課 

文
化
財
振
興
係

　
　
（
コ
ダ
イ
ム
王
塚
）
☎
６
５
・
２
９
０
０

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
人
権

出
前
講
座
の
受
付
を
随
時
行
っ

て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
講
演
会
や
研
修
会

な
ど
で
気
に
な
っ
た
人
権
テ
ー
マ
な
ど

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
人
権
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、「
も
っ
と
深
く
話
を
聞
い
て

み
た
い
」
と
い
っ
た
要
望
に
で
き
る
だ
け

沿
っ
た
講
師
を
、
福
岡
県
の
講
師
団
講
師

か
ら
派
遣
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

同
和
・
女
性
・
子
ど
も
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
・
外
国
人
等

○
対
象　

お
お
む
ね
10
人
以
上
の
町
民

の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
集
会
や
団
体

な
ど
。
た
だ
し
、
営
利
や
宗
教
、
政

治
活
動
、
苦
情
や
陳
情
を
目
的
と
す

る
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
経
費　

無
料
（
た
だ
し
、
会
場
使
用
料

な
ど
は
対
象
外
で
す
。）

　

講
師
の
日
程
調
整
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
さ
れ
る
と
き
に
は
、
お
早
め
に
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
他
、
ご
不

明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
人
権
出
前
講
座
】

平 25. 広報けいせん 3 月　16 頁


